
～令和７年度第１回高森町小中学校運営協議会から～ 
◆令和７年度の第１回学校運営協議会が４月１６日（水）、開催されました。 

 第１回の主目的は各学校の運営方針（グランドデザイン）の共有です。そして、力を入れてい

ただきたい点などを出し合いました。今年度から始まる長野県ウェルビーイング実践校 TOCO－

TONの取り組みも盛り込まれています。（後述） 

高森南小学校グランドデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
№８ 令和７年５月 14日 

高森町CS地域学校協働本部 

高森町公民館 

高森の子どもは、高森町全体で伸ばす・育む 



高森北小学校グランドデザイン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学校２校のグランドデザインです。昨年の実践をもとに今年のグランドデザインを提示

していただきました。いずれも、目指す子ども像実現のために、学校や地域の特性を生かしな

がら「やってみたい」や「子どもの主体性を大事に」した授業づくり、SEL（Social ＆ Emotional  

Learning＝社会性や感情コントロールを育む教育プログラム）や交流学習を生かした集団作

り、そして地域との協働を大事に考えた学校運営を進めていきます。 

◆保小中の連携・協働を大事に考えていくことは、今までの運営協議会で指摘されていまし

た。今年は、しっかりとグランドデザインに入れていただきました。それが長野県ウェルビー

イング実践校 TOCO－TONの取り組みです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼保小中協働・連携１２年スパンの終着地、到達地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆両校グランドデザインにある「長野県ウェルビーイング実践校 TOCO－TON」とは 

  長野県総合 5か年計画（しあわせ信州創造プラン 3.0）の新時代創造プロジェクト「個別最適 

な学びへの転換プロジェクト」の取り組みの一環として検討を進めてきた「一人ひとりに合った 

学びの実践校」の正式名称で、すべてのこどもたちが、「好き」や「楽しい」、「なぜ」をとことん追求す 

るために、自ら学び方等を選択でき、自己実現できる学校です。（県HPより） 

 高森町の南小、北小、中学の三校も県の指定校になり、高森町教育委員会では「豊かな自然と 

12年スパンで、教育を最適化！」を掲げ、「やまほいく」認定（信州の豊かな自然の中で、のび 

のび、はつらつと野山をかけめぐり、様々な感動を発見し、豊かな幼児期をすごすというもの） 

を契機とした保小中の協働、小中を通じての地域体験活動の系統化を目指して、今年から３年間  

取り組んでいくことになっています。（もちろん、２私立保育園もこの方向に含まれます。） 

  



◆中学では「自ら考え 自ら動く 生徒」の実現を目指し、「１２年のスパン」で子どもを育

てるというという高森町の教育の終着地、到達地としての学校グランドデザインを示してい

ただきました。保育園から小学校、そして中学校の１２年間。「自己有用感と表現力の育成を

支えながら、自ら考え、自ら動く 生徒」が育つように、学校、そして保護者、地域、町全

体で高森の子どもを見ていただければと考えます。 

 特に大事にしたい点を話し合いました  

学校支援ボランティア 130名でスタートです 

◆各校グランドデザインで特に大事にしてほしい点を出し合いました。 

赤字は保護者・地域の皆さんともおおいに関係があります。 

＜授業づくり＞ ・子どもの主体性を大事にした授業を ・保育士と教師の交流、情報共有 

・保育園を含めた異年齢集団による交流学習が必要   ・一人の子どもも取り残さないで 

・個別最適な学びと協働的な学びのバランスをよくして ・「授業」への保護者理解を進めて 

・「問い」の持たせ方、協働的な学び、「振り返り」を大事に ・子どもを認めること 

・間違ってもOKという安心感  ・本物に触れる授業   ・体験活動の大切さ 

・「やりたい」ことができた「達成感」を味あわせたい 

＜人間関係づくり＞ ・あいさつが基本！ ・SELを継続して行う  

・小中 3校のつながりが大切  ・意識して「園」と小中のつながりを大切に 

・「縦」のつながりを子どもに意識させる 

・家庭においての親子関係も開いたものに ・地域の縦のつながりも大事にして 

・子どもの居場所づくり たくさんあればいい 

＜地域との協働＞  ・PTAとの連携、地域ボランティアの協力  ・ 

・地域が子どもの「やりたい」を引き出すことも大事  ・伝統芸能に触れる、参加する 

＜教育課題等＞ ・部活動の在り方 子ども目線での検討も   

・コミュニケーション能力の低下、親も含めて改善したい ・やはり SELが大事！ 

・親、学校、地域の透明感のある関係づくり 

地域協働的な学びの授業
を創るには・・・ 
◆４月１４日には、昨年に引き続き文科省コミ

ュニティ・スクールマイスターの前川浩一さん

に来ていただき研修会を行いました。今年は

「学校運営協議会制度と地域学校協働活動の一

体的推進～協働の授業づくり」と題して、ボラ

ンティアの皆さん、学校教職員の皆さんも同席

で研修を深めました。前川さんからは美麻小中

市民科（総合）の授業づくりから、地域学協働

の授業づくりについてお話しいただきました。

大事な点は右の通りです。 


